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第
三
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度　

県
連

合
会
会
費
賦
課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収

方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度　

電
子

計
算
機
処
理
手
数
料
賦
課
基
準
（
案
）

及
び
徴
収
方
法
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度　

借
入

金
最
高
限
度
額
（
案
）
及
び
借
入
先
承

認
の
件

臨
時
総
会
終
了
後
に
は
、「
村
尾
征
之

氏
の
旭
日
双
光
章
受
章
を
祝
う
会
」
が
開

催
さ
れ
、
氏
の
受
章
を
祝
い
ま
し
た
。

村
尾
会
長
は
呉
市
豊
町
の
出
身
。
昭
和

四
十
七
年
か
ら
の
長
き
に
わ
た
り
旧
豊
町

商
工
会
や
合
併
後
の
呉
広
域
商
工
会
の
会

長
や
、
平
成
九
年
か
ら
本
県
連
理
事
を
歴

任
。
献
身
的
に
組
織
の
強
化
、
拡
充
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
功
績
に
対
し
て
、

平
成
十
三
年
に
は
中
小
企
業
振
興
功
労
と

し
て
広
島
県
知
事
表
彰
を
、
平
成
二
十
年

に
は
藍
綬
褒
章
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
三
月
二
十
二

日
（
水
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
中
町
）
に
て
、

「
平
成
二
十
八
年
度
臨
時
総
会
」
を
開
催

し
、
本
人
出
席
三
十
名
、
委
任
状
三
名
、

計
三
十
三
人
の
商
工
会
正
副
会
長
及
び
県

青
連
・
県
女
性
連
会
長
が
出
席
し
、
平
成

二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
熊
高
一
雄
会
長

は
、
冒
頭
で
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計

画
に
ふ
れ
、「
商
工
会
員
満
足
度
の
向
上
」

「
地
方
の
創
生
」
「
商
工
会
の
機
能
強
化
」

の
三
本
柱
を
軸
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
明
言
。

「
第
一
の
柱
と
位
置
付
け
た
商
工
会
員

満
足
度
向
上
の
た
め
、
商
工
会
が
行
う
経

営
支
援
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
経

営
発
達
支
援
事
業
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
中

心
と
し
た
商
工
会
へ
の
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
経
営
指
導
員
一
人
あ
た
り
年

間
十
二
件
以
上
の
事
業
計
画
の
作
成
を
目

標
に
掲
げ
る
。
ま
た
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら

ざ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
や
商
談
会
の
開

催
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
会
員

事
業
所
の
売
上
高
向
上
を
目
指
し
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

第
二
の
柱
で
あ
る
「
地
方
の
創
生
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
新
し

く
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
「
農
商
工
ビ
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ジ
ネ
ス
交

流
促
進
事

業
」
や

「
事
業
承

継
セ
ミ

ナ
ー
」
に

つ
い
て
ふ

れ
、「
商

工
会
が
地

域
経
済
活

性
化
の

リ
ー
ド
役

と
な
り
、

一
億
総
活

躍
の
主
体

的
な
役
割

を
担
う
こ
と
を
目
指
し
た
い
。」
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

ま
た
、
第
三
の
柱
で
あ
る
「
商
工
会
の

機
能
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九

年
度
の
商
工
会
の
執
行
体
制
が
ほ
ぼ
現
状

維
持
で
確
保
さ
れ
、
経
営
発
達
支
援
事
業

の
着
実
な
実
施
に
向
け
た
体
制
が
整
っ
た

こ
と
で
、「
地
域
に
最
も
近
い
経
済
団
体

と
し
て
伴
走
型
支
援
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
商
工
会
の
職
員
の
人
材
育
成
や
適
正

な
事
務
局
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

く
。」
と
述
べ
、
事
業
へ
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
県
央
商
工
会
の
乗
越
耕

司
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
行

さ
れ
、
上
程
し
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
五

号
議
案
の
す
べ
て
が
、
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
題
は
次
の
通
り

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度　

収
支

補
正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度　

事
業

計
画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書

（
案
）
承
認
の
件
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５つの議案について審議が行われました

盛大に行われた祝賀会で記念撮影
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広島県社会保険労務士会
広島市中区橋本町10－10　広島インテスビル5F

TEL：082－212－4481　http://www.hiroshima-sr .or . jp/

社会・労働保険何でも相談所

総合労働相談所
TEL：082-221-0610

無  料

専門家派遣・相談等支援事業
(広島県最低賃金総合相談支援センター併設)

医療労務管理支援事業

職場のトラブルを円満解決

社労士会労働紛争
解決センター広島
TEL：082-212-4481

無  料

年金専用相談・請求受付センター

無  料
街角の年金相談センター広島
街角の年金相談センター福山

国内、海外、業務中、業務外での病気・ケガによる休業を補償

入院はもちろん自宅療養もカバー

Point １

Point ２

Point ３

Point ４

Point ５

団体割引適用で割安な保険料

家事従業者の方もご加入いただけます。

ご加入の際、医師の診査は原則不要です。

天災もサポート!Point ６

病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します。
（最長１年間、免責期間７日間）

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度のPoint！

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
県
青

連
）
は
、三
月
三
日
（
金
）
に
福
山
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
（
福
山
市
三
之
丸

町
）
に
て
、「
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回

商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
並
び
に
「
平
成

二
十
八
年
度
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合

会
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
三
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一

部
で
は
九
月
、
十
月
、
十
二
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
全
青
連
主
催
の
「
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
塾
」
に
参
加
し
た
二
名
が
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
一
人
目
の
発
表
者
は
五

日
市
商
工
会
青
年
部
の
角
貴
夫
部
長
。

「
県
外
の
仲
間
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
」

と
参
加
理
由
を
明
か
し
、「
他
県
の
青
年

部
員
に
会
い
、
他
県
に
も
が
ん
ば
っ
て
活

動
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
刺

激
に
な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

二
人
目
は
広
島
安
佐
商
工
会
青
年
部
の
常

任
委
員
の
竹
田
奈
々
さ
ん
。
研
修
で
学
ん

だ
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性
に
つ
い
て
熱

く
語
り
、
次
年
度
開
催
さ
れ
た
際
に
は
是

非
参
加
し
て
貰
い
た
い
と
会
場
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
「
地
域
再
生
型
提
案
公
募

事
例
発
表
」
が
行
わ
れ
、
五
日
市
商
工
会

青
年
部
、
広
島
東
商
工
会
青
年
部
、
呉
広

域
商
工
会
青
年
部
の
代
表
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
五
日
市
商
工
会
青
年
部
は
、
青

年
部
の
活
動
や
各
事
業
所
を
三
択
の
ク
イ

ズ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
冊
子

「
ク
イ
ズ
！
青
年
部
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
が
完
成

す
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
説
明
。
広
島
東

商
工
会
青
年
部
は
、
経
営
計
画
書
作
成
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
を

学
ぶ
場
と
し
て
展
開
し
て
い
る
「
て
ら
こ

や
青
年
部
」
に
つ
い
て
、
呉
広
域
商
工
会

青
年
部
は
、「
ク
レ
広
域
観
光
マ
ッ
プ
・

H
A

SH
I–GO

動
画
ア
プ
リ
制
作
事
業
」
に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
部
は
県
青
連
か
ら
地
域
再
生
型
提

案
事
業
の
公
募
、
商
工
貯
蓄
共
済
の
加
入

促
進
な
ど
に
つ
い
て
報
告
事
項
が
あ
り
ま

し
た
。

研
修
後
に
行
わ
れ
た
「
平
成
二
十
八
年

度
広
島
県
商
工
会
青
年
部
臨
時
総
会
」
で

は
、
出
席
者
三
十
一
人
、
委
任
状
三
人
、

計
三
十
四
人
出
席
が
参
加
の
も
と
、
越
智

会
長
の
指
名
に
よ
り
、
三
原
臨
空
商
工
会

青
年
部
の
植
原
部
長
を
議
長
に
選
出
。
第

一
号
議
案
は
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
号
議
案
と

第
三
号
議
案
は
関
連
が
あ
る
た
め
一
括
上

程
さ
れ
、
拍
手
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

臨
時
総
会
終
了
後
に
は
、
中
小
企
業
庁

長
官
表
彰
と
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表

彰
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

小
企
業
庁
長
官
表
彰
優
良
青
年
部
で
は
祇

園
町
商
工
会
青
年
部
が
、
全
国
商
工
会
連

合
会
会
長
表
彰
青
年
部
功
労
者
で
は
江
田

島
市
商
工
会
青
年
部
の
越
智
俊
之
氏
と
広

島
安
芸
商
工
会
青
年
部
の
植
田
悠
司
氏
に

賞
状
が
伝
達
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
表
彰
状

を
手
に
し
た
受
賞
者
に
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

  

臨
時
総
会
」及
び

  

「
第
四
回
研
修
会
」開
催

「
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

  

臨
時
総
会
」及
び

  

「
第
四
回
研
修
会
」開
催

県青連

平
成
二
十
八
年
度

研修会の風景
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蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

あなたの
　チカラに、
　　なりたい。

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

平
成
二
十
九
年
二
月
七
日
（
火
）、
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
市

南
区
元
宇
品
町
）
に
て
、
県
内
の
女
性
部

員
が
一
堂
に
会
し
た
「
広
島
県
商
工
会
女

性
部
組
織
化
五
十
周
年
記
念
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
三
部
で
構
成
さ
れ
た
大

会
の
第
一
部
は
記
念
講
演
。
広
島
県
知
事

の
湯
﨑
英
彦
氏
が
、「
仕
事
も
暮
ら
し
も
。

欲
張
り
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
向

け
て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

湯
﨑
知
事
は
冒
頭
で
テ
ー
マ
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ

ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は

「
将
来
に

わ
た
っ
て

「
広
島
に

生
ま
れ
、

育
ち
、
住

み
、
働
い

て
良
か
っ

た
」
と
心

か
ら
思
え

る
広
島
県

の
実
現
」

を
基
本
理

念
に
、
平

成
二
十
二

年
に
策
定

さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
新
た
な
経
済
成
長
」
「
人
づ

く
り
」
「
豊
か
な
地
域
づ
く
り
」
「
安
心

な
暮
ら
し
づ
く
り
」
の
四
つ
の
政
策
分
野

を
相
互
に
連
携
さ
せ
、
相
乗
効
果
を
も
た

ら
し
な
が
ら
、
好
循
環
す
る
流
れ
を
作
り

出
し
て
き
ま
し
た
。

湯
﨑
知
事
は
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
た
め
の

取
り
組
み
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、「
ビ
ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
女
性
の
活
躍
が
不
可
欠
。
女

性
の
活
躍
で
き
る
場
を
増
や
し
自
己
実
現

で
き
る
社
会
を
め
ざ
す
」と
力
強
く
語
り
、

「
み
な
さ
ん
に
は
、
女
性
の
活
躍
を
後
押

し
す
る
役
割
を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
協
力

を
仰
ぎ
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
井
上
文
江
会
長
よ
り
湯

﨑
知
事
へ
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

女
性
部
活
動
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
労
者

な
ど
の
功
績
を
た
た
え
る
表
彰
状
・
感
謝

状
の
授
賞
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
被
表

彰
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰

・
優
良
女
性
部　

東
城
町
商
工
会
女
性
部

・
役
員
功
労
者　

東
城
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
藤　

政
子

●
広
島
県
知
事
表
彰

・
優
良
女
性
部

　
　

佐
伯
商
工
会
女
性
部

　
　

沼
隈
内
海
商
工
会
女
性
部

・
役
員
功
労
者

　
　
北
広
島
町
商
工
会
女
性
部　

田
中　

民
子

　
　

世
羅
町
商
工
会
女
性
部　

吉
口
太
賀
子

●
広
島
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

・
優
良
女
性
部

　
　

祇
園
町
商
工
会
女
性
部

　
　

大
野
町
商
工
会
女
性
部

・
女
性
部
功
労
者　

百
七
十
三
名

●
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

・
優
良
女
性
部

　
　

三
十
四
商
工
会
女
性
部

・
女
性
部
功
労
者　

四
十
九
名

●
広
島
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

・
五
十
三
名

●
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
感
謝
状

・
四
十
一
名

一
部
、
二
部
の
来
賓
に
加
え
て
、
県
議

会
商
工
会
地
域
活
性
化
議
員
連
盟
の
冨
永

健
三
会
長
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
第
三
部
は

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
。
各
商
工
会
女
性
部
や

地
域
協
議
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
祝
賀

の
舞
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
五
十
年
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
の
役
割
を
再
確

認
し
五
十
五
周
年
、
六
十
周
年
と
次
代
に

つ
な
ぐ
「
魅
力
あ
る
女
性
部
」
の
実
現
に

向
け
て
結
束
を
深
め
ま
し
た
。

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
三
月

二
十
四
日
（
金
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
に
て
、「
平
成
二
十
八
年
度

　

臨
時
総
会
」
及
び
「
第
四
回
商
工
会
女

性
部
研
修
会 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
先
駆
け
、
平
成
二
十
八
年

度
の
表
彰
者
発
表
と
五
十
周
年
記
念
表
彰

と
は
別
に
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
設
け
ら

れ
た
“
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長

表
彰
”
の
表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。

●
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

・
優
良
女
性
部　

神
辺
町
商
工
会
女
性
部

●
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

県女性連

「
広
島
県
商
工
会
女
性
部
組
織
化

　
　五
十
周
年
記
念
大
会
」開
催

女
性
部
組
織
化
五
十
周
年
を

記
念
し
た
式
典
が
盛
大
に
。

テ
ー
マ
は「
〜
次
代
へつ
な
ぐ
、

　
　
　
　
　こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
〜
」

女
性
部
組
織
化
五
十
周
年
を

記
念
し
た
式
典
が
盛
大
に
。

テ
ー
マ
は「
〜
次
代
へつ
な
ぐ
、

　
　
　
　
　こ
こ
ろ
は
ひ
と
つ
〜
」

賞状を受け取った皆さん

県女性連

平
成
二
十
八
年
度

「
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

   

臨
時
総
会
」及
び「
第
四
回
研
修
会

   

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

「
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

   

臨
時
総
会
」及
び「
第
四
回
研
修
会

   

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催
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女
性
部
功
労
者　

安
芸
太
田
町
商
工
会

女
性
部　

佐
々
木
幸
代

●
広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰

・
女
性
部
功
労
者

　

大
野
町
商
工
会
女
性
部　

一
郷　

直
美

　

大
野
町
商
工
会
女
性
部　

松
本　

順
子

　

宮
島
町
商
工
会
女
性
部　

山
村
ゆ
う
子

　

宮
島
町
商
工
会
女
性
部　

松
本　

由
紀

　

北
広
島
町
商
工
会
女
性
部　

南
原　
　

操

　

黒
瀬
商
工
会
女
性
部　
　

松
井
美
椰
子

　

安
芸
津
町
商
工
会
女
性
部　

砂
原　

真
澄

「
臨
時
総
会
」
で
は
、
福
山
北
商
工
会

女
性
部
の
山
本
部
長
を
議
長
に
選
出
し
、

三
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り
で
、
全
て
賛
成

多
数
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
収
支
補

正
予
算
書
（
案
）
承
認
の
件

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計

画
書
（
案
）
及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

承
認
の
件

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
会
費
賦

課
基
準
（
案
）
及
び
徴
収
方
法
（
案
）

承
認
の
件

続
く
「
第
四
回
研
修
会
」
で
は
、
全
国

商
工
会
連
合
会
の
組
織
運
営
部
長
、
青
山

淳
氏
が
講
師
と
し
て
登
場
。「
商
工
会
の

女
性
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

青
山
氏
は
、
小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
を
説
明
し
「
地
方
の
元
気
を
担
っ
て

い
る
の
は
小
規
模
事
業
者
」と
言
い
切
り
、

商
工
会
や
女
性
部
に
組
織
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
各
商
工
会

女
性
部
が
行
っ
た
五
つ
の
部
員
増
強
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
、「
こ
れ
か
ら
の
女
性

部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
商
売
人
と

し
て
の
厳
し
い
目
と
若
者
へ
の
温
か
い
気

持
ち
、
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
で
す
」
と

述
べ
、「
女
性
の
凄
い
パ
ワ
ー
を
今
後
も

地
域
で
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
「
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
に
は
、
今
回
初
め
て
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
導
入
。
参
加
者

六
十
名
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
「
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
に

つ
い
て
」
「
部
員
増
強
の
方
策
に
つ
い

て
」
「
役
員
等
後
継
者
の
育
成
に
つ
い

て
」
「
自
主
自
立
を
目
指
し
て
」
「
事
業

の
拡
充
（
既
存
事
業
の
見
直
し
と
新
た
な

事
業
の
考
案
）
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

広
島
県
商
工
会
連
合
会
（
県
連
）
は
三
月

十
五
日（
水
）、メ
ル
パ
ル
ク
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｍ
Ａ
（
広
島
市
中
区
基
町
）に
て
、「
ひ

ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ　

出
展
事
業
所
・
団
体

等
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

習
会
は
、
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
に
出
展
し

て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
、
販
路
拡
大
の

ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
約
七
十
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
県
連
の
石
井
正
朗
専
務

理
事
は
、「
夢
ぷ
ら
ざ
も
今
年
四
月
で

十
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
出
展
事

業
所
の
み
な
さ
ん
の
支
援
と
協
力
の
賜
物

で
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、「
今

後
も
夢
ぷ
ら
ざ
を
商
工
会
事
業
の
大
き
な

柱
と
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場
、
新
た
な
観

光
資
源
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、

（
有
）
良
品
工
房　

代
表
の
白
田
典
子
氏

が
「
「
い
い
も
の
」
か
ら
「
買
い
た
く
な

る
い
い
も
の
へ
」」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
特
産
品
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
直
営
店
な
ど
、
幅
広
い
事
業
を
展

開
す
る
白
田
氏
は
「
い
い
商
品
な
の
は
、

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

出
店
事
業
所・団
体
等
講
習
会
」開
催

「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

出
店
事
業
所・団
体
等
講
習
会
」開
催

実
例
を
交
え
な
が
ら
、「
い
い
も
の
」と

「
買
い
た
く
な
る
い
い
も
の
」の

違
い
を
学
ぶ

県連

今
や
当
た
り
前
。
消
費
者
目
線
で
、
買
い

た
く
な
る
商
品
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
」
と
前
置
き
し
た
上
で
、
ラ
ベ
ル
を
貼

る
場
所
や
キ
ャ
ッ
プ
の
色
、
包
装
方
法
、

商
品
の
詰
め
方
な
ど
、
自
社
の
直
営
店
で

取
り
扱
う
商
品
を
事
例
に
上
げ
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
買
い
た
く
な

る
商
品
へ
生
ま
れ
変
わ
れ
る
こ
と
を
一
つ

ひ
と
つ
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

白
田
氏
は
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ア
イ
デ

ア
を
探
し
に
い
く
時
、
お
菓
子
だ
か
ら
お

菓
子
売
り
場
、
フ
ル
ー
ツ
だ
か
ら
フ
ル
ー

ツ
売
り
場
に
行
く
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
売
り
場
に
ヒ
ン
ト
は
隠
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
店
頭
で
の

効
果
的
な
陳
列
方
法
な
ど
も
披
露
し
ま
し

た
。
最
後
に
白
田
氏
は
「
地
域
産
品
は
お

い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
食
べ
ら
れ
な
い
部
分
が
と
て

も
大
切
。
中
身
が
い
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
中
身
以
外
の
と
こ
ろ
で
差
別

化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

講
演
後
の
事
業
説
明
で
は
、
広
島
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｕ
の
運
営
事
業
者

（
株
）
鞆
ス
コ
レ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
城
山
博
隆

氏
が
、
Ｔ
Ａ

Ｕ
へ
の
出
展

等
に
つ
い
て

説
明
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
の

交
流
会
に
は

約
五
十
名
が

参
加
し
、
自

己
紹
介
や
情

報
交
換
を
行

い
な
が
ら
、

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

ひろしま夢ぷらざ出店事業所・団体等講習会風景

今年度、初めて設けられた県女性連会長表彰を代
表して受け取る黒瀬町商工会女性部の松井部長

活発な意見交換が行われたグループディスカッショ
ンの様子

で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
白
熱
。
最
後
に
は
、
各

グ
ル
ー
プ
に
配
置
さ
れ
た
副
会
長
が
議
論

を
ま
と
め
た
意
見
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
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そんな、

｢ネットde記帳｣は、月々わずかの費用でご利用いただけます！

従業員とその家族のマイナンバーを守る安心システム

貴社では、諸手続きや各種の支援を受ける為に、商工会に来訪する事が多々あると思います。し

かし、その都度、従業員や扶養家族を含めた個人番号を持ち運ぶことになり、持参を忘れたり、

重要書類の紛失・盗難のリスクが増える事になります。

漏えいなどの心配をしながら扱うのは大変

・雇用保険被保険者資格取得届・喪失届
・雇用保険被保険者離職票
・障害補償給付支給請求書
・障害給付支給請求書
・遺族年金支給請求書
・遺族補償年金支給請求書

労務関係

・健康保険･厚生年金保険被保険者資格取得･喪失届
・報酬月額算定基礎届
・報酬月額変更届
・健康保険被扶養社（異動）届

社会保障分野

・所得税の確定申告書
・所得税の青色申告承認申請書
・消費税及び地方消費税の確定申告書
・給与所得者の扶養控除等（異動）申告書
・給与所得の源泉徴収票
・給与支払報告書
・報酬、料金、契約金及び償金の支払調書

社会保障分野

等

等

等

インターネットでできる経理ソフト

消費税計算は　　こわくない
消費税計算でお悩みですか？　

商工会推奨の｢ネットde記帳｣にお任せください。

｢ネットde記帳｣は、インターネットでできる経理ソフトです。

あなたのお悩みを楽々解決致します。

万全のセキュリティで安心安全

建設業・不動産業・農業対応

バックアップ不要で手間いらず

従業員とその家族のマイナンバーを守る安心システム

収集した
マイナンバー
を持って

手続きのために
移動

ない！
ない！
ない！

移
動
途
中
で
紛
失 移

動
途
中
で
盗
難

事業者

報酬等事業者

商工会
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
八

年
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
に
ホ
テ
ル
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
21
広
島
（
南
区
的
場
町
）
に
て
、

「
平
成
二
十
八
年
度
広
域
講
習
会
及
び
ぽ
っ

ぽ
カ
ー
ド
加
盟
店
広
島
県
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
加
盟
店

の
代
表
な
ど
三
十
八
名
が
参
加
。
講
演
会
や

表
彰
式
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
県
連
の
石
井
正
朗

専
務
理
事
は
、「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の

商
業
対
策
の
柱
で
も
あ
る
「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー

ド
事
業
」
は
、
来
年
度
で
節
目
の
二
十
年
を

迎
え
ま
す
。
各
商
工
会
の
経
営
指
導
員
に
よ

る
巡
回
指
導
を
強
化
し
、
持
続
化
補
助
金
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
の
普
及
や
活
用

の
提
案
、
国
や
県
の
専
門
家
派
遣
制
度
を
活

用
し
た
専
門
的
な
指
導
に
よ
る
課
題
解
決

な
ど
を
通
じ
た
個
店
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等

に
力
を
注
ぎ
、
地
域
か
ら
支
持
さ
れ
、
利
用

さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
め
ざ
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
橋
本
テ
ツ

ヤ
氏
が
、

「
経
営
者

の
た
め
の

会
話
術
～

も
う
一
度

聞
き
た
く

な
る
魅
力

的
な
話
し

方
～
」
を

テ
ー
マ
に

講
演
を
行

い
ま
し

平成28年度

広
域
講
習
会
及
び

ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
加
盟
店

　
  

広
島
県
大
会
開
催

た
。
数
々
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
し
話
術

の
プ
ロ
と
し
て
も
活
躍
し
た
橋
本
氏
。
人
々

を
魅
了
す
る
軽
快
な
ト
ー
ク
に
参
加
者
た

ち
は
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
会
」
で
は
、
事
業
に
多

大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
加
盟
店
に

対
し
て
顕
彰
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
ぽ
っ

ぽ
カ
ー
ド
事
業
」
に
携
わ
る
こ
と
へ
の
誇
り

と
事
業
意
欲
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
年
か
ら
年
間
表
彰
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。
大
会
で
は
表
彰
要
領
に
従
い
、

前
年
度
の
年
間
ポ
イ
ン
ト
発
行
高
を
基
準

と
し
た
「
平
成
二
十
七
年
度
年
間
表
彰
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
と
ま
と
む
ら
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
会
／
（
株
）

豊
松
農
産
生
活
セ
ン
タ
ー

・
沖
美
町
商
工
会
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
会
／
セ
ー

ブ
ス
ト
ア
ー

・
三
原
臨
空
ぽ
っ
ぽ
カ
ー
ド
会
／
寺
岡
食
品

（
有
）

　

表
彰
式
終
了
後
に
は
交
流
会
も
実
施
さ

れ
、
参
加
者
は
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
な
が

ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

講演する橋本テツヤ氏
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